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１．組織の概要

（１）事業社名及び代表者名

株式会社アイワ・エンジニアリング

代表取締役 平塚 洋一

（２）所在地及び連絡先

本社 福岡県久留米市西町１２２２番地

Mail info@aiwa-er.com

TEL 0942-35-3440 / FAX 0942-38-4930

（３）環境管理責任者名

工事部部長 桑原 貴之

（４）事業の概要

電気工事業 福岡県知事 許可(特-29) 第65576号

（５）事業の規模

資本金 2,000万円 / 事業年度 1月～12月

売上高

従業員数

床面積

単位

百万円

人

㎡

258

2020年度

325.17

12

309

2021年度

325.17

12

284

2022年度

325.17

12

（６）対象組織

代表者

代表取締役 平塚 洋一

環境管理責任者

桑原 貴之

EA21委員会 EA21事務局

総務部門(3名) 営業部門(3名) 工事部門(3名)

（７）認証・登録の対象範囲

対象組織・・・・・全社（本社・作業現場）

対象活動・・・・・電気工事業

1



２．環境経営方針

【基本理念】

株式会社アイワ・エンジニアリングは、電気設備工事の

施工に伴う環境負荷の削減が社会的責務と考え、地球環境の

保全と事業活動を両立させることで社会に貢献していきます。

【行動指針】

改訂 令和 ２年 ５月 ２８日

株式会社アイワ・エンジニアリング

代表取締役 平塚 洋一

次の事項に取り組みます。

（１）省エネルギーにより、二酸化炭素排出量を削減します。

（２）工事廃棄物のリサイクルを推進して、リサイクル率の向上に

努めます。

（３）節水により、水使用量を削減します。

（４）資材の購入は、グリーン購入適合品を優先します。

（５）環境に配慮した工事を行います。

（６）環境に関する法規等を順守します。

（７）全従業員が環境保全に対する意識をもって行動をします。

（８）事業活動からの環境負荷を把握し、環境活動計画を構築し

継続的改善に努めます。
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環境目標 単位
該当

事業所

2021年

1月～12月

実績

2022年

1月～12月

2023年

1月～12月

2024年

1月～12月

2025年

1月～12月

kg-CO2 全社 18,870
18,681

-1%

18,493

-2%

18,304

-3%

18,115

-4%

電気使用量

の削減
kWh 本社 17,833

17,655

-1%

17,476

-2%

17,298

-3%

17,120

-4%

ガソリン使用量

の削減
L 本社 4,506

4,461

-1%

4,416

-2%

4,371

-3%

4,326

-4%

軽油使用量

の削減
L

作業

現場
0

0

0%

都市ガス使用量

の削減
㎥ 本社 334

331

-1%

327

-2%

324

-3%

321

-4%

一般廃棄物

(可燃ごみ)

排出量の削減

kg 本社 1,403
1,389

-1%

1,375

-2%

1,361

-3%

1,347

-4%

産業廃棄物

リサイクル率

の向上

％
作業

現場
100 100 100 100 100

二酸化炭素

排出量の削減

水使用量

の削減
㎥ 本社 292

289

-1%

286

-2%

283

-3%

280

-4%

グリーン購入

の推進
- 全社 配慮する 配慮する 配慮する 配慮する 配慮する

環境に配慮した

現場施工の実
- 全社 配慮する 配慮する 配慮する 配慮する 配慮する

備考： ％は、2021年度の実績をベースとしての削減率又は増加率を示す。

産業廃棄物

最終処分量

の削減

作業

現場
0 0kg

0

0%

0

0%

0

0%

0 0 0

３．環境経営目標
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４．環境活動計画

１ 二酸化炭素排出量削減のための取組

（１）電気使用量の削減 （担当者 井上）

①エアコン設定温度を決め、実行する ②使用していないパソコンの電源を切る

③昼休み時間の消灯 ④照明器具・空調機フィルターの定期的な清掃

（２）ガソリン使用量の削減 （担当者 原）

①アイドリングストップ ②急発進・急加速・急減速の禁止

③不要な荷物は積まない ④空気圧の適正確認チェック（１ヶ月１回）

⑤ふんわりアクセルエコスタート ⑥カーエアコンの適切な使用

⑦早めのアクセルオフ

（３）軽油使用量の削減 （担当者 原）

①アイドリングストップ ②急発進・急加速・急減速の禁止

③不要な荷物は積まない ④空気圧の適正確認チェック（１ヶ月１回）

⑤暖気運転は３分以内 ⑥坂道のエンジンブレーキの使用

⑦定期点検の実施

（４）都市ガス使用量の削減 （担当者 井上）

①夏の給湯を控える ②省エネの電気ポットの使用

２ 廃棄物排出量削減のための取組

（１）一般廃棄物(可燃ごみ)排出量の削減 （担当者 井上）

①分別によるリサイクルの推進 ②コピー用紙の両面使用

（２）産業廃棄物リサイクル率の向上 （担当者 原）

①分別によるリサイクルの推進 ②転用可能な資材の活用

３ 水使用量削減のための取組 （担当者 井上）

①節水ラベルの貼付 ②節水コマの取付

４ グリーン購入の推進のための取組 （担当 井上）

①グリーン相当事務用品の調査購入 ②グリーン購入品相当資機材の購入・再生品利用率の把握

５ 環境に配慮した工事の実施のための取組 （担当者 原）

①工具等の故障時には、可能な限り修理する事で長期使用に努める

②現場近隣の清掃を積極的に行い環境美化に努める

⑧近隣への移動は自転車を利用する

⑧近隣への移動は自転車を利用する

⑨現場への相乗りを推進し車輌の稼働を減らす

⑨現場への相乗りを推進し車輌の稼働を減らす
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５．環境経営目標の実績

※使用電力の二酸化炭素量は、九州電力の2021年度調整後排出係数0.432kg-CO2/kWhを使用して算出した。

環境目標 単位
2021年度

実績

2022年度

目標

目標達成の

判定
目標達成率

二酸化炭素

排出量削減
kg-CO2 19,779

18,681

月平均 1,557
× 74%

電気使用量削減 kWh 17,833
17,655

月平均 1,471
× 88%

2022年度

実績

23,606

月平均 1,967

19,739

月平均 1,645

ガソリン使用量削減 L 4,506
4,461

月平均 372
× 58%

軽油使用量削減 L 0 0 〇 100%

6,344

月平均 529

0

都市ガス使用量

削減
㎥ 334

331

月平均 28
○ 100%

一般廃棄物(可燃ご

み)排出量削減
kg 316

1,389

月平均 116
○ 100%

166

月平均 14

302

月平均 25

産業廃棄物

リサイクル率向上
％ 100 100 × 92%

水使用量削減 ㎥ 292
289

月平均 24
○ 100%

92

212

月平均 18

グリーン購入の促進 - 配慮する 配慮する 〇 -

環境に配慮した

工事の施工
- 配慮する 配慮する 〇 -

配慮した

配慮した

※目標達成率は【(目標値-実績値)/(目標値)+1】に100を掛けて算出した。

産業廃棄物

最終処分量の削減
0 0 × -700%700kg

ガソリン使用量削減目標以外は概ね良好でした。

ガソリン使用量と産業廃棄物最終処分量は、工事の場所と内容に左右されるので仕方ないですが

より目標達成率を上げていく努力を続けて活動します。
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６．環境活動計画の取組結果とその評価、

次年度取組計画

目標

電気使用量削減

エアコン設定温度を決め、実行する ○

１．二酸化炭素排出量の削減 実施できた：〇 十分とは言えなかった：△ 不十分であった：× 判定できない、該当しない：-

活動項目
実施状況

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期
評価

次年度における

取組計画

使用していないパソコンの電源を切る

昼休み時間の消灯

照明器具・空調機フィルターの定期的な清掃

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

○

〇

ガソリン使用量削減

アイドリングストップ △
急発進・急加速・急減速の禁止

不要な荷物は積まない

空気圧の適正確認チェック(1ヶ月1回)

〇
△

○

〇

〇
〇

〇

△

〇
〇

○

△

〇
△

〇
ふんわりアクセルエコスタート

カーエアコンの適切な使用

早めのアクセルオフ

軽油使用量削減

アイドリングストップ

急発進・急加速・急減速の禁止

不要な荷物は積まない

空気圧の適正確認チェック(1ヶ月1回)

暖気運転は3分以内

坂道のエンジンブレーキの使用

定期点検の実施

夏の給油を控える

省エネの電気ポットの使用
都市ガス使用量削

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-

-
-

〇

-

-
-

〇

-

-
〇

〇

-

-
〇

〇

〇

△
〇

-

〇

〇
〇

-

〇

○
〇

-

〇

△
〇

-

一般廃棄物(可燃ごみ)

排出量削減

分別によるリサイクルの推進 △
コピー用紙裏紙の利用

分別によるリサイクルの推進

転用可能な資材の活用

〇

△
○

○

〇

△
〇

○

〇

〇
△

○

〇

〇
〇

産業廃棄物リサイク

水使用量の削減
節水ラベルの貼付 〇
節水コマの取付 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

グリーン購入製品

の使用

グリーン相当事務用品の調査購入 〇
グリーン購入品相当資機材の購入、再生品利用率の把握 〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

環境に配慮した

現場施工の実施

工具等の故障時には、可能な限り修理する事で長期使用に努める 〇
現場近隣の清掃を積極的に行い環境美化に努める 〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．グリーン購入の推進

５．環境に配慮した工事の実施

活動項目の実施状

況は、まずまず良

好ですが

二酸化炭素排出量

は増えています。

社員がもっとエコに

関心を持つような環

境作りを心掛ける。

エコ活動が習慣化

する様な取組を目

指す。

図面・カタログの

排出量が多かった。

分別が大雑把だった。

データでのやりとり

やＷＥＢカタログを

推進する。

実施状況は良好です。 引き続き継続する。

実施状況は良好です。 引き続き継続する。

実施状況は良好です。 引き続き継続する。

目標 活動項目
実施状況

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期
評価

次年度における

取組計画

目標 活動項目
実施状況

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期
評価

次年度における

取組計画

目標 活動項目
実施状況

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期
評価

次年度における

取組計画

目標 活動項目
実施状況

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期
評価

次年度における

取組計画
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７．主な取り組み写真

現場近隣清掃活動
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１１月防災訓練
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２０２２年度ミーティング

２０２２年１月 ２０２２年４月

２０２２年７月 ２０２２年１０月
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規

廃棄物の処理及び清掃に関する法規

要求事項

一般廃棄物 委託

産業廃棄物 事業者の処理

産業廃棄物 処理基準

産業廃棄物 処理基準の遵守

産業廃棄物 保管基準

産業廃棄物 委託

産業廃棄物 委託基準

産業廃棄物 委託基準の遵守

産業廃棄物 排出責任

産業廃棄物 管理票の交付

産業廃棄物 管理票の保存と期間

産業廃棄物 管理票の写しの保存と期間

産業廃棄物 管理票交付者の報告

産業廃棄物 管理票の写しの送付を受けるまでの期間

産業廃棄物 虚偽の管理票の交付等の禁止

産業廃棄物 管理票の交付を受けずに引渡しの禁止

産業廃棄物 建設工事の伴い生ずる廃棄物の処理に関する例外

投棄禁止

焼却禁止

自動車の所有者の責務

使用済自動車の引渡義務

再資源化預託金等の預託義務

特定製品の管理者の責務

第一種特定製品の管理者の判断の基準となるべき事項

業務用のエアーコンディショナー、冷蔵機器及び冷凍機器でフロン類が充填されている第一種特

定製品の引渡

回収依頼書、委託確認書の授受

引取証明証の授受

第一種フロン類回収業者は、第一種特定製品廃棄者に対しフロン回収料金を請求できる

フロン類の放出禁止

使用済み自動車の

再資源化等に関する法律

(自動車リサイクル法)

フロン類の使用の合理化及びに

管理の適正化に関する法律

(フロン排出制御法)

遵守状況

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

該当なし

該当なし

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

適正

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

適正

適正

該当なし

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

メールで送られてくる改定を確認し、常に最新版の法規を遵守する。

事業者及び消費者の責務特定家庭用機器再商品化法

(家電リサイクル法) 料金の請求
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（１）今回の取組の評価結果

（２）環境経営システムの評価結果

（３）見直しの結果

９．代表者による全体評価と見直しの結果

環境経営方針で誓約した事は実行しているが

二酸化炭素排出量 ・ 電気使用量 ・ ガソリン使用量 ・ 産業廃棄物リサイクル率

向上 ・ 産業廃棄物最終処分量が、目標に至らなかった。

委員会でのミーティングを通して、環境経営方針 ・ 環境目標 ・ 環境活動計画

の周知は行われている。

全体的に大きな変更は無く、継続して取組みを実施する。

以上

株式会社アイワ・エンジニアリング

代表取締役 平塚 洋一
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